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非原理集団の祝福式は‘偽りの儀式、 四

教
理
研
究
院

U
C
ー

•

F
P
A
（
い
わ
ゆ
る
「
郭
グル
ー
プ
」）
お
よ
び
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
は
、

独
自
的
に

「祝
福
式
」

な
る
儀
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。
非
原
理
集
団
が
行
う

「
祝
福

式」

な
る
犠
式
は

ギ非
原
理
的
儀
式
々
で
あ
り
、
今
後
、
同
様
の
倍
式
が
行
わ
れ
て
も
、

私
た
ち
は
そ
れ
に
参
加
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
れ
に
関
連
す
る
動
画
を
右

下
の
コ
ー
ド
で
紹
介
し
て

い

ま

す

。

教

理

研

究

院

注
、
真
の
父
母
様
の
み
言
や

「原
理
講
論
j
等
は

「
青
い
字
」

で
、
非
原
理
集

団
側
の
主
張
は

「
茶
色
の
字
」

で
区
別
し
て
い
ま
す
。

(
1
)
u
c
_
•
F
P
A
（
い
わ
ゆ
る

「
郭
グ
ル
ー
プ
」
）
の
非
原
理
的
動
き

彼
ら
は
二
0
二
四
年
二
月
十
七
日

に、

「
特
別
祝
福
式
」

な
る
儀
式
を

行
い
ま
す
。
こ
の
儀
式
の
意
義
を
、

彼
ら
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ま
す
。

l
．
真
の
家
庭
を
破
壊
し
た
罪
を
悔

い
改
め
、
照
罪
を
受
け
る

2
．第
4
ア
ダ
ム
と

一
っ
と
な
っ
て
、

真
の
家
庭
に
再
連
結
す
る

て
ん
い
ち
こ
（

3
．
天
一
国
創
建
に
向
け
、
責
任
を

果
た
す
こ
と
を
誓
い
、
再
出
発
す
る

こ
の
主
張
は
、
真
の
父
母
様
を
お

と
し
め
る
韮
介
原
理
的
主
張
ク
で
す
。

5
ペ
ー
ジ
）
と
あ
る
よ
う
に
、
堕
落

、
、
、

す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
人
類
の
「
真
の
父
母
」
か

ら
五
神
の
血
統
々
が
流
れ
て
く
る
の

で
す
。
こ
の
益
神
の
血
統
ク
を
相
続

す
る
儀
式
が
、
家
庭
連
合
の

「祝
福

式
」
で
す
。
私
た
ち
は
、
ょ神
の
血

統
ク
に
つ
な
い
で
く
だ
さ
る
真
の
父

母
様
を
排
除
し
、
自
分
か
っ
て
な
原

理
解
釈
で
家
庭
連
合
と
別
行
動
を
取

る
顕
進
氏
が
主
催
す
る

「特
別
祝
福

式」

な
る
も
の
に
、
今
後
に
お
い
て

も
参
加
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

(

3

)

真
の
父
母
様
に
従
わ
ず
に

「第

4
ア
ダ
ム
」
を
自
称
す
る
顕
進
氏

真
の
お
父
様
は
、
真
の
父
母
の
も

と
を
離
れ
、
別
行
動
を
取
る
顕
進
氏

に
対
し
、
二

0
―
一
年
陽
暦
五
月

二
十
五
日
、
「
真
の
父
母
様
宣
布
文
」

を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ッ

ク

「全
食
口
は
、
永
遠

・
永
生
の
世

界
に
た
っ
た
御
一
人
で
あ
る
真
の
父

母
様
の
指
示
と
命
令
に
絶
対
に
服
従

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
！
…
…
真
の
子

(

2

)

「真
の
父
母
」
を
自
称
す
る
顕

進
氏
の

五非
原
理
的
言
説
ク

ム
ン
ヒ
ョ

ン
チ
ン

文
顕
進
氏
は
、
二

0
二
四
年
一

月

一
日
午
前
零
時
の
祈
祷
で

「私
た

ち
夫
婦
が
真
の
父
母
と
し
て
祝
福
運

動
を
再
開
し
て
、
あ
な
た
の
祝
福
を

全
人
類
に
拡
張
す
る
こ
と
に
今
年
、

着
手
す
る
」

な
ど
と
祈
っ
て
お
り
、

自
ら
を

「真
の
父
母
」
で
あ
る
と
宣

言
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
看
過
で
き

な
い
韮
介
原
理
的
主
張
ク
で
す
。

真
の
お
父
様
は
f
八
類
の
真
の
父

母
は
永
遠
に
一
組
だ
け
で
あ
る
ケ
と

宣
言
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

「真
の
父
母
様
は
＿
組
だ
け
で
す
。

、、
女
も
、

一
般
食
口
も
同
様
で
あ
る
。

…
…
文
顛
進
を
は
じ
め
と
し
て
、
義

チ
ョ
ン
フ
ァ
ン

父
で
あ
る
郭

錠

換
と
そ
の

一
族
で

構
成
さ
れ
た
U
C
I
理
事
陣
は
、
韓

ョ

イ

ド

国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
汝
突
島
聖
地

開
発
工
事
に
関
連
す
る
す
べ
て
の
権

限
を
、
創
始
者
で
あ
る
真
の
父
母
様

に
返
還
し
な
さ
い
」

真
の
お
父
様
が
発
表
し
た
「
宣
布

文
」
に
、
顕
進
氏
ら
は
従
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
真
の
お
父
様
は
、
不
従
順

な
顕
進
氏
ら
に
対
し
、
同
年
八
月
三

日、

「
誰
で
あ
れ
、
郭
フ

ァ
ミ
リ
ー

に
属
す
る
者
は
去
る
べ
き
で
あ
る
。

私

（
お
父
様
）

は
郭
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

顕
進
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。
真
の

父
母
は
、
郭
フ
ァ
ミ
リ
ー
お
よ
び
願

進
と
は
今
後
一
切
関
係
あ
り
ま
せ

ん
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
極

め
て
重
大
で
、
深
刻
な
み
言
で
す
。

顕
進
氏
は
自
ら
を
「第
4
ア
ダ
ム
」

と
自
称
し
ま
す
が
、
真
の
お
父
様
が

「第
4
ア
ダ
ム
は
顕
進
で
あ
る
」
と

語
ら
れ
た
み
言
は
存
在
し
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
「第
4
ア
ダ
ム
」
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

非
原
理
集
団
の
祝
福
式
は
ぷ
向
り
の
儀
式
ク

動
画
「
非
原
理
集
団
の
祝
福
式
は

ぷ偽
り
の
儀
式
ク」
は
こ
ち
ら
か
ら
↓

今、

こ
の
時
の
一
度
だ
け
だ
と
い
う

の
で
す
。
過
去
に
も
い
な
か
っ
た
の

で
あ
り
、
未
来
に
も
い
ま
せ
ん
。
真

の
父
母
様
が
肉
身
を
も
っ
て
実
体
で

存
在
す
る
の
は
、
こ
の
時
だ
け
だ
と

い
う
の
で
す
。
永
遠
の
中
で
た

っ
た

一
度
で
す
」
（「永
遠
に
唯

一
な
る
真

の
父
母
』
9
7
ペ
ー
ジ
）

「
「真
」
と
い
う
言
葉
は
、
代
表
的

で
あ
る
と
い
う
意
味
で
す
。
で
す
か

ら、

真
の
父
母
と
い
う
の
は
、
二
組

は
あ
り
得
ま
せ
ん
。

＿
組
し
か
い
な

い
の
で
す
。
過
去
に
は
存
在
せ
ず
、

現
在
に
＿
組
だ
け
存
在
し
、
後
代
に

も
存
在
し
ま
せ
ん
」
（同、

99
ペ
ー
ジ
）

「
人
類
の
真
の
父
母
」
は
勝
利
し

た
ク
人
間
始
祖
ク
の
こ
と
で
あ
り
、

ヽ

ヽ

ヽ

ソ
ン
ミ
ョ
ン

永
遠
に
文
鮮
明

・
真
の
お
父
様
、
韓

鶴
子
・
真
の
お
母
様
で
す
。
顕
進
氏

が
自
ら
を

「真
の
父
母
」
と
す
る
主

張
は
、
こ
の
原
理
の
本
質
を
理
解
し

て
い
な
い
ヶ
非
原
理
的
主
張
ケ
で
す
。

U
C
I
.
F

P
A

（
い
わ
ゆ
る

「
郭
グ
ル
ー
プ
」）
を
支
持
す
る
人
々

は
、
韓
鶴
子
・
真
の
お
母
様
が

「堕

落
し
た
」

の
だ
と
主
張
し
ま
す
。
こ

「
地
上
で
は
祝
福
を
受
け
た
家
庭

が、

真
の
父
母
と
縦
的
な
関
係
に
お

け
る
第
4
次
ア
ダ
ム
の
資
格
を
も
ち

ま
す
」
（「主
要
儀
式
と
宣
布
式
lll
』

2
1
1
ペ
ー
ジ
）

こ
の
よ
う
に

「真
の
父
母
と
縦
的

な
関
係
」

に
お
い
て
、
祝
福
家
庭
が

「第
4
ア
ダ
ム
」
だ
と
い
う
の
で
す
。

真
の
父
母
様
の
も
と
を
離
れ
、
真
の

父
母
様
を
排
除
し
、
非
原
理
的
行
動

を
取
る
顕
進
氏
は
、
真
の
父
母
様
の

子
女
で
は
あ
っ
て
も
、
「
第

4
ア
ダ

ム
」
で
な
い
こ
と
は
明
白
で
す
。

(

4

)

「
最
終

一
体
」
を
宣
言
さ
れ
た

真
の
父
母
様

真
の
お
父
様
は
二

0
1
0
年
に
、

真
の
父
母
様
の

「
最
終
＿
体
」

を
宜

言
さ
れ
、

二
0
1
―
一
年
四
月
十
四

H
、

米
国
の
ラ
ス
ベ
ガ
ス
・
天
和
宮
の
丘特

別
宣
布
式
ク
で
、

「
天
地
人
真
の
父

母
定
着
実
体
み
言
宣
布
天
宙
大
会
を

最
終
完
成
・
完
結
す
る
こ
と
を
、
お

父
様
の
前
に
奉
献
し
ま
す
」
（「ト
ゥ

デ
イ
ズ

・
ワ
ー
ル
ド
ジ
ャ
パ
ン
」
2

o
l
2
年
6
月
号
1
9
ペ

ー
ジ
）
と
宣

謳
ウ
ィ
サ
ン

の
主
張
も
、
お
母
様
の
位
相
に
つ
い

て
語
っ
て
お
ら
れ
る
真
の
お
父
様
の

み
言
を
無
視
し
た
韮非
原
理
的
主
張
ク

に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

真
の
お
父
様
は
二
0
0
三
年
三
月

十
日
、
文
総
裁
ご
夫
婦
は
神
様
と
一

体
と
な
り
、
完
成
し
た
夫
婦
で
あ
る

こ
と
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
今
ま
で
霊
界
で
は
、
神
様
が
見

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
、
行
っ
て
み

れ
ば
、

霊
界
の
父
母
の
立
場
で
、
文

総
裁
ご
夫
婦
の
顔
が
現
れ
て
、
き
ら

び
や
か
な
光
で
見
え
る
の
で
、
顔

を
見
詰
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
ほ

ど
、
ま
ぶ
し
く
な
る
と
い
う
の
で
す
」

（「
フ
ァ
ミ
リ
ー
』
2
0
0
3年
5
月

号
、
2
7
ペ
ー
ジ
）

ま
た

「
後
天
時
代
に
は
、
神
様
御

自
身
が
真
の
父
母
の
姿
で
万
人
の
前

に
顕
現
し
ま
す
」
（「平
和
神
経
」

2

9
5
ペ
ー
ジ
）
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

真
の
お
父
様
と
真
の
お
母
様
は
、

神
と
完
全
一
体
と
な
っ
て
お
ら
れ
、

こ
の
事
実
は

「原
理
講
論
』
に

「個

性
を
完
成
し
た
人
間
は
、

絶
対
に
堕

落
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
(1
3

布
さ
れ
ま
し
た
。

七
日
後
の
同
年
四
月
二
十

一
日
、

十
9

ン
シ
ム

輯
国
・
清
心
平
和
ワ
ー
ル
ド
セ
ン

タ
ー
で
、
真
の
お
父
様
は
「
天
地
人

真
の
父
母
様
特
別
集
会
」
を
開
催
し
、

次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

「創
造
主
の
資
格
を
も
っ

て
、
最

後
に
万
王
の
王
と
父
母
の
先
祖
の
中

の
先
祖
と
な
り
う
る
勝
利
の
覇
権
の

栄
光
の
宝
座
に
座
る
人
は
、

億
千
万

、
、
、
、
、
、
、

代
に
お
い
て
た
だ
＿
つ
の
夫
婦

（文

鮮
明
・
韓
鶴
子
夫
婦
）

で
あ
っ
て
、

二
つ
は
い
ま
せ
ん
。
夫
婦
が
二
つ
で

す
か
‘

―
つ
で
す
か
。
万
国
の
王
た

ち
、
偽
者
た
ち
が
な
ぜ
こ
ん
な
に
多

い
の
で
す
か
。
万
王
の
王
は
お

一
方

で
す
。
…
…
女
性
尊
重
時
代
が
来
ま

、、

す
。
お
母
様
を
中
心
と
し
て
、
ひ
っ

、
、
、、

く
り
返
る
の
で
す
。
男
女
が
同
等
で

対
等
の
価
値
の
実
権
を
つ
く
る
の
で

す
」
(「
K
M
S
中
和
新
聞
」
2
0
1

2
年
4
月
2
7
日
号
）

真
の
お
父
様
は
、
ご
自
身
の
聖
和

後、

「
先
生
が
霊
界
に
行
く
よ
う
に

な
れ
ば
お
母
様
が
責
任
を
持
つ

の
で

す
」
（
マ
ル
ス
ム
選
集
3
1
8ー

2
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非原理集団の祝福式は‘偽りの儀式、

6
0
、

2
0
0
0年
3
月
10
日）

と

明
確
に
さ
れ
、

「
先
生
が
霊
界
に
行

け
ば
、

お
母
様
が
統
＿
教
会
の
教
主

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
」
（同
4
9
9
|

l

8
4
、
2
0
0
5
年
7
月
2
日
）
、
「文

総
裁
は
衰
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が、

…
…
第
二
教
主
に
は
、

お
母
様

が
堂
々
と
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。
分

か
り
ま
す
か
。
夫
が
成
せ
な
か
っ
た

こ
と
を
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」

（同
5
4
0
|
7
3
、
2
0
0

6
年
9
月
23
日
）、
「お
母
様
は
、
お

父
様
よ
り
も
も
っ
と
た
く
さ
ん
行
い

ま
す
。
年
齢
が
若
い
の
で
、
私
が
死

ん
で
も
教
主
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

、
、
、

も
は
や
、

教
主
は
二
人
が
＿
つ
に

、
、
、
、
、

な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」
（同

5
4
1
|
1
4
6
、
2
0
0
6年
9

月
28
日
）
と
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

真
の
お
父
様
は
、
真
の
父
母
様

の

「最
終

一
体
」
を
宣
言
さ
れ
、
聖

和
後
は
、
真
の
お
母
様
に
従
っ
て
全

食
口
が
歩
ん
で
い
く
よ
う
に
願

っ
て

お
ら
れ
ま
す
。
お
父
様
の
願
い
に
従

わ
な
い
子
女
様
た
ち
に
、
私
た
ち
は

る」

と
語
り
、
真
の
父
母
様
を
中
心

と
す
る

云
＾
の
摂
理
ク
を
妨
げ
る
可

能
性
の
あ
る
こ
と
を
見
抜
か
れ
、
こ

の
よ
う
に
亨
進
氏
に
語
る
よ
う
に
さ

れ
た
こ
と
が
分
か
る
説
教
で
す
。

「真
の
子
女
は
、
真
の
父
母
様
の

お
か
げ
で
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

…
…
私
た
ち
の
一
番
目
で
あ
り
、
最

も
重
要
だ
と
呼
べ
る
も
の
は
、
す
べ

て
の
霊
肉
と
心
を
こ
め
て
真
の
父
母

様
を
愛
す
る
こ
と
で
す
。
：・,：
私
た

ち
が
真
の
父
母
様
を
理
解
で
き
な

か
っ
た
と
し
て
も
、
傷
を
受
け
た
と

し
て
も
、

私
た
ち
は
、
心
と
身
体
を

全
て
捧
げ
て
、
イ
エ
ス
様
が
話
を
し

た
：・,：

一
番
大
き
な
戒
め
と
呼
ば
れ

て
い
る
、
神
様
を
愛
し
、
神
様
を
代

表
な
さ
れ
る
真
の
父
母
様
を
、
私
た

ち
の
心
と
魂
と
愛
を
某
め
て
、

真
の

父
母
様
を
愛
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち

（真
の
子
女
）
が
、
私

た
ち
自
身
の
栄
光
の
た
め
に
生
き
て

い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
真
の
父
母

様
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
統

一

教
会
（家
庭
連
合
）
人
た
ち
は
、
私
（
真

亨
進
氏
は
、

(

5

)

「
次
の
王
は
い
な
い
」
と
語
っ

て
い
た
亨
進
氏
の
変
節
ぷ
り

サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
教
会
で
も
、

ニ

0
-―
四
年
四
月
七
日
か
ら
八
日
に

「
日
本
大
会
」

お
よ
び

「
祝
福
式
」

な
る
も
の
を
予
定
し
て
い
る
と
の
情

報
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「祝
福
式
」

な
る
も
の
も
、
真
の
父
母
様
の
許
可

な
く
、
独
自
に
行
っ
て
い
る
韮
介
原

理
的
儀
式
ク
で
す
。

ヒ
ョ
ン
ヂ
ン

文
亨
進
氏
は
、
二

0
0
九
年
一

月
十
五
日
に
挙
行
さ
れ
た

「万
王
の

王
神
様
解
放
権
戴
冠
式
」
直
後
の
一

月
十
八
日
の
礼
拝
説
教
で
、
次
の
よ

う
に
語
っ
て
い
ま
し
た
。

「私
た
ち
―一世
や
一二
世
の
時
代
は
、

い
ず
れ
過
ぎ
去
り
ま
す
。
…
…
私
が

、
、
、

第
一
に
言
い
た
い
こ
と
は
、
新
し
い

、
、
、
、
、
、
、

王
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
こ
と
で

、
、
、

す
。
真
の
父
母
様
が
我
々
の
永
遠
な

、、
る
王
な
の
で
す
。
あ
の
行
事

（「
万

王
の
王
神
様
解
放
権
戴
冠
式
」）
を

見
て
誤
解
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
多

く
の
食
口
た
ち
が
私

（亨
進
氏
）
に

の
子
女
）
た
ち
に
従
っ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
と
て
も
重
要
で
す
。

と
て
も
、
と
て
も
重
要
で
す
。
真
の

お
父
様
は
、
今
週
、
特
に
私

（亨
進

氏
）
に
、
全
て
の
食
口
た
ち
に
こ
の

事
を
話
し
な
さ
い
と
お

っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
私
が
皆
さ
ん
と

（き
ょ

う
）
心
を
交
わ
す
理
由
で
す
。
も
し

私

（真
の
子
女
）
た
ち
が
、
真
の
父

母
様
を
拒
否
し
た
な
ら
ば
、

私
た
ち

、
、
、
、
、

が
新
し
い
中
心
だ
と
主
張
し
た
な
ら

、
、
、

ば、

あ
な
た

（食
口
）
は
絶
対
に
私

、
、
、
、
、
、
、

（
子
女
）
た
ち
に
従
っ
て
は
い
け
ま

、、
せ
ん
。
真
の
父
母
様
を
栄
光
と
愛
で

は
ペ侍

る
責
任
を
持
っ
て
い
る
統

一
教
会

（家
庭
連
合
）
人
に
、
真
の
子
女
は
、

…
 ．．
 
何
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
よ

う
な
教
会
の
組
織
や
リ
ー
ダ
ー
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。
…
…
私
た
ち
の
役
割

は
、
真
の
父
母
様
を
賛
美
す
る
こ
と

で
す
。
真
の
お
父
様
は
、
間
違
い
な

、
、
、

く
、
今
回

（
こ
の
こ
と
を
）
明
ら
か

、
、
、

に
す
る
よ
う
に
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
」

一
人

一
人
の
子
女
様

従
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

「お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
』
「父

母
様
の
代
身
と
な
ら
れ
て
よ
か

っ
た

で
す
ね
』
と
言
う
の
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
を
聞
く
に
つ
け
、
私
は
と
て

も
心
配
に
な
り
ま
す
。
次
の
父
母
様

、
、
、
、
、

は
い
な
い

の
で
す
。
次
の
王
も
、
中

、
、
、
、
、
、
、

心
者
も
い
ま
せ
ん
。
真
の
父
母
様
は

私
た
ち
の
永
遠
な
る
中
心
な
の
で

す
。
私
は
神
学
を
学
ん
だ
の
で
、
そ

こ
が
璽
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
信
じ
て

、
、
、
、

い
ま
す
。
永
遠
の
中
心
は
真
の
父
母

様
だ
け
で
す
。
イ
エ
ス
様
が
キ
リ
ス

ト
教
の
永
遠
の
中
心
で
あ
る
の
と
同

じ
で
す
。
…
…
皆
様
も
そ
の
よ
う
な

純
粋
な
心
で
、
統
一
家
が
純
粋
な
ま

ま
で
あ
る
よ
う
に
」

亨
進
氏
は
、

「
真
の
父
母
様
が
我
々

、
、
、
、
、

の
永
遠
な
る
王
な
の
で
す
」
「
真
の

、
、
、
、
、
、

父
母
様
は
私
た
ち
の
永
遠
な
る
中
心

で
す
」
と
語
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
現
在
は
完
全
に
豹
変
し
、

自
ら

「
第
二
代
王
様
」

を
名
乗
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、

「真
の
母
」

カ
ン
ヒ
ョ
ン
シ
ル

を
姜
賢
賓
氏
に
す
げ
替
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

の
名
前
を
順
番
に
挙
げ
な
が
ら
、
「真

の
子
女
が
、

自
身
の
栄
光
の
た
め
に

生
き
て
い
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
真

の
父
母
様
の
た
め
の
も
の
で
は
な

く
、
統

一
教
会

（家
庭
連
合
）
人
た

ち
は
私
た
ち
（
子
女
）
に
従
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

•
•
…
•
も
し
私
た
ち（子

女
）
が
、
真
の
父
母
様
を
拒
否
し
た

、
、
、
、
、
、

な
ら
ば
、
私
た
ち
が
新
し
い
中
心
だ

と
主
張
し
た
な
ら
ば
、
あ
な
た

（食

、
、
、

口
）
は
絶
対
に
私
た
ち
（
子
女
）
に

従
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
語
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
真
の
お
父
様
が
、

そ
の
よ
う
に
語
る
よ
う
に
指
示
さ
れ

た
内
容
の
説
教
で
す
。

私
た
ち
の
永
遠
の
中
心
は
「
真
の

父
母
様
」
文
鮮
明
・
真
の
お
父
様
、

韓
鶴
子
・
真
の
お
母
様
だ
け
で
す
。

二
千
年
の
キ
リ
ス
ト
教
が
、
イ
エ
ス

様
と
聖
霊
を
中
心
に
歩
ん
だ
よ
う

に
、
家
庭
連
合
は
、
五
百
年
た
と
う

が
、千
年
た
と
う
が
、
「真
の
父
母
様
」

文
鮮
明

・
真
の
お
父
様
、
韓
鶴
子
・

真
の
お
母
様
を
中
心
に
歩
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

真
の
お
父
様
は
、
ご
自
身
の
聖

和
後
は
、

「お
母
様
が
責
任
を
持
つ
」

と
明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

、
、
、

子
女
様
た
ち
が
「
私
た
ち
が
新
し
い

、、
中
心
だ
」
と
語
っ
て
行
動
す
る
な
ら

ば
、
そ
の
よ
う
な
子
女
に
従
っ
て
は

い
け
な
い
と
も
言
わ
れ
た
の
で
す
。

ま
し
て
、
「
祝
福
式
」
の
権
限
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
の
は
、
永
遠
に
唯

一
ク
人
間
始
祖
々
の
立
場
に
立

っ
て

お
ら
れ
る

「真
の
父
母
様
」
だ
け
で

す
。
子
女
様
た
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
、
真
の
お
母
様
を
否
定
す
る
子
女

様
た
ち
の

「祝
福
式
」
な
る
儀
式
に

よ
っ
て
、
天
の
血
統
が
流
れ
て
く
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
え
な
い
こ
と
を

理
解
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
顕
進
氏
お
よ
び
亨
進
氏
が
主

催
す
る

「祝
福
式
」

な
る
韮
非
原
理

的
儀
式
ク
が
、
今
後
、
行
わ
れ
て
も
、

絶
対
に
参
加
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

永
遠
の
生
命
、
神
の
本
然
の
血
統

は
、
文
鮮
明

・
真
の
お
父
様
、
韓
鶴

子
・
真
の
お
母
様
に
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
得
ら
れ
る
の
で
す
。
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こ
の
言
動
は
、
顕
進
氏
と
同
様
に
、

甚
だ
し
く
非
原
理
的
な
も
の
で
、
歴

史
に
汚
点
を
残
す

ヶ
天
へ
の
反
逆
行

為
ク
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
言
動
は
、
真
の
お
父

様
が

二
0
―
二
年
四
月
二
十

一
日

の

「
天
地
人
真
の
父
母
様
特
別
集

会
」
で
、

「創
造
主
の
資
格
を
も

っ

て
、
最
後
に
万
王
の
王
と
父
母
の
先

祖
の
中
の
先
祖
と
な
り
う
る
勝
利
の

覇
権
の
栄
光
の
宝
座
に
座
る
人
は
、

、
、
、
、
、

、、

、

億
千
万
代
に
お
い
て
た
だ
―
つ
の
夫

婦

（
文
鮮
明
・
韓
鶴
子
夫
婦
）

で
あ
っ

て
、
二
つ
は
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
み

言
に
、
完
全
に
反
す
る
も
の
で
す
。

(

6

)

お
父
様
が
、
亨
進
氏
に
語
ら
せ

た
「
父
母
を
否
定
す
る
子
女
に
従
っ

て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
み
言

二
0
0九
年
十

一
月
十
四
日
、
真

の
お
父
様
が
、
亨
進
氏
に
対
し

「
こ

の
よ
う
に
語
り
な
さ
い
」
と
指
示
さ

れ
、
語
ら
せ
た
み
言
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
み
言
で
す
。

真
の
お
父
様
は
、
将
来
、
子
女
様

た
ち
が
「
自
分
こ
そ
が
中
心
者
で
あ
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